
はじめに

1968090068.TIF

特質の構造議韓国金

一一実物・金融岐合モデ、ノレによる分析一一

彰凶下円山
も、ち

農業生産力の発まって農民を極度に窮乏化させ，

韓国の国家的損失もさると

アメリカの援助政策が朝鮮半島の民族

的統ーと独党の道を断ってしまったととも看過で

きない。 1945年の植民地解放は，北の工業，南の

；幾業といった生産の地域構造を利した一つの国民

経済が成立する条件を提供していた。

渓を著しく阻害した。

とながら，
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1. モマノレb「J説明

2. 将来予Jt:1下｝結＇11

3. 残された問題 それが偏狭

なイデオロギーに基づく米ソの対立によって打ち

同じ民族が柱i争ろ寧破られてし支ったばかりか，
めじは

最近の韓国t土， 曜にまで発展したのは不幸なことであった。もし，めざましい経済成長をとげてお

その優れ朝鮮にこうした分割がなかったならば，ム 1962年に始まる第1次5カ年計画期間中，実

質成長率で8目3%，その最終年次である 1966年に

は実に 13.4%という高度或長を記録した。

おそらく朝鮮経済は統一的にた国民性からして，

白立的かつ安定的な発展を成し遂げていたであろわが国

均整のとれた経済発展は

なによりも朝鮮戦争によ

引き続く臨戦体制の国民経済

う。その「半身jでは，

非常に困難であ－，たし，

る生産力の破壊や，

経済の再建に過重な負担となった。

引き続

き第2次5カ年計画が策定され，現在その第2年

度であるが司 上の第l次計画の成果で自併を得た

政府は，当初の目標成長率7%（年平均〉を途中で

の高い経済成長率を夜襲する勢いである。

への圧力は，

朝鮮に対するア

やがて歴史の

今日のペトナムにお付ると同様，

バリカどソ速の軍事的援助政策は，

j審判をぞをけねばならないだろうハ

きわめて志欲的な態度を10%に引き上げるなど，

みせている。

1宅！内的にこうした経済成長《

は低穀価政策をごヂコどする農民収奪三，外部から

しかしながら，

近年

冒頭で述べたような高度成長を続けているもの

このような歴史的背景をもっ韓国経済が，

はアメリカの経済援助によって支えられてきたこ

とは歴史的事実である。とくに，後者の軍事的性

今日に宅つてなお国家二予算の3分の1を国

その聞にいろいろの矛后や附難が表面化して

きた。たとえば， 11）インフ Lーションはどこまで

続くか‘（2)援助依存~~＇I経済合税十る三とができる

か，（3）国防空？の財政への庄力，（4）ベトナム特需ブ

の，

格は，

国民ー経済に大きた負担をかける防費に使わしめ町

といっ

このうちのインフレ間

ーム，および，（5）ベトナム和平後の経済，

た問題がある。 本稿では，

あるやは

また，ア

低穀価政策などと相

韓国経済を外国援助依存噌，

アメリカ依存型の経済にしてしまった。

メリカの余剰農産物導入は，

と同時に，
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Ⅰ　韓国金融構造の特質
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置を汚えるために， まず~：i[J;i の巨視的な金融構造

を明らかにし， つぎにこの金融的側面iを実物経済

に結びつrtた区制的経涜モヂルJ によ v 》ピラ M：：国経

済の構造五三分析十るとともに， 1967与信～71年の 5

カ年間iこJ川、て将来子1n11うと試みる。 そして『 この

モデルを用いて第2次 5 ヶ年l；十両（1%7～71年〕に

ついて‘ いくつかのシミコーレーショ LJ分析を行な

い‘ tf1rt1nJ守、の達行文可能性などを険討する。

I 帥｜司金融構造の

l. 韓国のインフレ過程

政治的・社会的変－;y，：（！〕後で、は、 どと山｜廷でも例

外なくインブレに上る怪；斉的混乱を経：段し亡い

るのどくに，戦争に工る生i辛7りの破壊が仁たfペ一

戦後のインつレーシ：I> i上、経済－rq：建に決定的な

打繋を与える i陸国にお，，＇て；土‘植民地解放一一一

戦争 休戦後の臨戦体制の期間を通じて，生産

は全面的に破壊され‘ 財政金融政策は完全に破綻
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してし主った。その結果として， 第 14宣告に示しに

よっな激しkイ乙フ Lを招来し、経済的犯己しはも

IJ：ヤ収拾できなU、ような状態にたったコ i:J _;j，：の戦

後のインフレと比較してみても， その激しさは桁

違いである。

↓の激しいインフレは，生産力の破壊による供

私；:/ I減jliと戦費間違(1)Iとめの通貨i曽ずさiJ＇松本的原
因？あ＇／たと考えらわ心。第 1去の物価燐nと策
2 ／｝：の通貨埜増｛I，占要因を対iヒさせてみると， こハ

関係が捉えられる l とくに朝鮮戦争期間（1950～

53，刊におU、てその額向が著しい。軍事政権のも

とでは，いきおヤ，国防費増加をみることになり，

財政イ Lフレを激化させる。 195ら年に至るまでの

通貨増大の主困が，政府機関の通貨増発にあった

ことを第2表は示している。

￥事国のインフレは， 民間部門におい℃戦時の慢

性的インフレの継続が物資の退蔵と投機化を助長

し今貯苔意欲を減退させ，投資財源としての産業

資余の確保を箸しく困難にした。それが生産力を

低水準にとどめる原因となり，物資の不足をもた

第 3表 i可民所得・金融総 ｛， 勘定
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・） －‘ { / 7 レをζ、i主にj韮｛丁させるという志fi{il京

がみられた行 会 ｝；， 1l士！日で；土、 lt]f,}jAを＇Ii心とす

る財政 fLワシ乞『 r 1 1；カ♂J余乗1Jtミ産物導入を

テコにした（民間価政策ーや槌税物納iMhどによって

抑制しよ人としたが、 これによ戸 iて民f(；；上甚大た

被害企去り、 ノニ業生産i土停i帯した； 二の！L業生産

力山伸び悩みは‘ 食糧物肖の不足に J ) t; ;J、i），組合

守＜＇,f{;f,Iの・怪済的不安と j主t1-J，て， 判鮮戦争後

にぶいても心お物furiij長寿与き鎮めることなく続けさ

せたνつであるの

d〔」ti5'f-)
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するしくみになっている。

ところで，いま引き合いに出した M （通貨食）に

焦点、を台わせて，韓国経済の資企循嵐（いわゆる

マ「ー・フロー〉の特色を， II本山モれとの比較に

おいて検討してみようl それは一つのインフレ要

因の検討であり， また韓国の金融構造を巨視的に

考察すあこと什）あるてl

はじめに，実物的取引と金融的取引との関連を

明らかにするために「国民所得・金融総合勘定j

のにナ形を示いその表から韓国ハマ子一・ 7ロ

ーをみて｝tよ民韓国銀行では，経済主体を政府，

金融機関，法人企業，個人，海外の5部門に分け，

まJニ勘定を経咋勘定， 資本勘定および的ii虫勘定に

分けて各市円山所得のif；成とその処分，資本形成

とその財源，および金融取引を表示してし、る。そ

g;:; 1 l羽 目立民所得と金融の総合勘定

・'Jij主）山人企＇f:（源品｛

の形式は繋1＠のとおりである。

隣国の実際の「国民所得・金融総合勘定」は，

1965年につし、てみると第3表に示されたとおりで

ある。 この表から部内野jの資金過不足をみると，

つぎのことが明らかである。まず，法人企業の大

幅な資金不足と，政府・個人の資金余剰が韓［j二iの

特徴になってνる。法人企業の投資総額は196忌年

に761億ウォン（国内総資本形成の75.5%）であり，

1966年には1178億ウォン（問66.8%）に達したoこ

の泣、人企業の投資超過が，最近の高度経済成長の

先導的な役割を演じたことは容易に想像できると

ころである。 もう一つの特徴である政府の資金余

剰ti，ア ιリカ控助の見返り資金を一般会計ゐ（主

として図的変〉や政府の経済開発，民間融資などに

充当できることを反映して資金的に余裕をもって

いること合示し亡し、る。この見辺り資金運用のイ

ンフレ抑制効果は，検討に値する課題であるo

いま， 卒it国の古i＼門日lj資金不足を先進諸国の二iとれ

と比較し亡みると，第4表のようになる。日本， j

アメリカ， フランスは政府と法人企業の資金不足

を個人の余剰で賄うタイプであるのに対して‘ イ

ギリスは政府部門だけが資金不足を生じ，それを

個人と法人企業で補っている。これら諸国との

比較においていえる三とは，韓国においては法人

節 4 喜安部門別資金過不足

I亙一一一国！？本

I I'. 
い哨ウオン｜哨ウオンi兆 円 T10億ドJレ［ 100万ポンドiIO{i yレク l峨フラン
一 f←一一 一一一〔

I rn.7 i 13.9 LI0.70 I L¥3.8 I ム779 i 2.1 I L¥0.7 
1ι22.9 ！ ι35.1 i L¥l.68 iιs.4 I 223 I L¥15.2 Iι19.6 
I 5.7' 17.:i I 2.45 15.5 I 663 I 11.5 I 17.5 
'1 5.1 [ Lll.3 I 且006ι2.9  i 74 I 1.5 I 2.8 

資金不足白計lピ I 22.リ 1 36 .4 I 2. 44 I 1s . 1 I 779 I 1s . 2 I 20. :; 
GNP （名目）似 I 658 . 9 ' 764. s I 26 . 52 I 604. o I 2s , 967 I 400. o I 422 . 9 
(A)/iD) （似） I 3.5 4.8 9.2 I 2.5 I 3.o I 3.8 I 4.8 

共
業
人
外

公
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I

府
人
政
弘
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海

（出所） Bank of Korea, Economic Statistical Yearbook, 1967. 
I日本仏斉新ll礼｜（昭和43-q'.（）月 4ll ）より，；I用っ
〔注） 韓国以外の名目GNPは必算値。
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企業の資金不足を政府部門が期める役割を果たし

てヤることで， ζ うしたことは被援助国で往々に

してみられる現宗とU、える。

マネー・フロー分析は， たとえば第2表に示し

た通貨供給のメカニス、ムを明らかにしようとする

マドー・什＂ 7イ方式や， 金融機関の諸尚定を誌

合して， その資産・負債残怖を相手部門別に分類

表示しようとする 7 ネグリー・サーベイ方式をも

含,I、て考えられるが， ど‘ちム：部分的tよ分析ーであ

り， 会融取引の一七範［明書？捉えるた；h：こ打、やはり

上述のようなマネー・フロー表によることが必要

である。 二のマ下一・ブローの時系列台りな構造分

析を行な月三， ＇・っと興味深い結 Er，、が符られる 1-,

のと思う。

3. 金融構造の巨視的分析

金融構造量巨視的に入る弥陀としては， 有形資

産と金融資産の割合を示す金融連関比率，国民総

生産に対する流動性の比率， 金融資産構此沈たど

が一般に考えられるが， ここではそれぞれの指標

の変化，推移を検討することによって韓国の金融

構造の特質を明らかにしたか。

まず，有形資産と金融資産の比，すなわち金融

連関比率は，金融構造の高度化をがす指標とみら

れる。つまり，この比率の上昇は，証券市場の発

達や金融機機の多様化などを庇映するものと考え

られる。韓国においては，残念ながら有形資産に

関する統計資料が得られなヤので，正確な金融連

関比取を求めるととができない。そこで，便法と

して限界資本係数を使って資本ストックを推計し

f剖，それを有形資産』こ置き換えてその比率を算定

してみた。

第5表に示したように，韓国の金融連関比率は

1956年から62年まで順調に仲び， 0.124から0.209

までーとがった。しかし， 1963年にはこの比率は

O目151に急落してu、る。 1966年に0.201まで回復し

たものの，有形資産と金融資産の比率がこのよう

1963 
1964 
19崎
1966 

140.59 
187.69 
252.69 
382.30 

928.91 I 
1、313.44 i 
1 JiJ ,1.22 
1,904.38 

JK .. Ll 

1953～55 199.21 
1%6～61 :287 .64 
別 2～66 i 1 , 237. 34 

19:ili～66 

n.10 
242.93 

0.251 
0.196 

一一一一一一一

0.り7'J
0.065 
0.074 
0. 072 

;;_77 
4.36 
4.46 
5.52 

11AJJL 

0.055 
0.0β4 
0.040 

0.044 

3.71 
7.22 

i../1＇.ト｝；－） Bank of Korea, Economic Statistics Yearbook, 1.967.日本の連関比率は水野正一編『日本のマネー・
’ロ－.•： I 東洋経済新卒iH士， ll川口ssq•..よ習し
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lこ；t変するのはどう考えてもおかし十ο 金融資産

に！討する統計は，中央銀行たる詩［三日｝託子のもので，

こと通Vtに関してはまず／，l和してよいと思われる

し， 有価証券その他の統計も額面どおりの集計で

あろうから疑義をさしはさむ余地はなかろう。 と

すれば問題は国民所得統計にあるということにな

るc有形資産の指標は，ここでは国民総生産（GNP)

と資本係数から算定さ，いているが、その伸びが

1%3与以降とくに著し1‘二第 l次5ワ年計画は

19（氾Lflこ始まっているので，「i十両のお1目標であ

る闇民所得の成長率を高めるために，所得統計を

操作したと考えられなくもない。あとで述べる「マ

ーシャノレのh」の動きをみるとなおはっきりする

が， 1961,62年で金融連関比率が高いことは，金

融資産の動きを正常として『 同氏所得統計から算

定した有形資産が過小tこ評仰されたとみることが

できょう。また，計画の第三，；1年度である 1963,

64年にこの比率が極端に低」、ことは令 有形資産算

定の基礎資料である国民所得が過大に評価された

とみられでもしかたなかろう。もし， 国民所得統

計の推計方法が1963年以降改訂されたとすれば，

それ以内ijの年度についても l可じ基準で推計がなさ

れる 4きであろう。たと I_’これは筆者のa憶測に

t .'j・ ,¥ ＼、のかもしれないy

日本の金融連関比率Ii, 第5：衣の右端欄iこ示し

たが，金融資産が有形資産を大きく上まわり，そ

の傾向が徐々に強まっていることがわかる。 日本

では，韓国に比べて証券市場や金融機構が非常に

発達しており，金融構造がかなり高度化されてい

ることポ示されている。ついでに．アジア各国お

よコ；先j崖諸国について；点字国幻車問i七本の国際比較を

行なうとおもしろかったと｝i!:;.うが‘ 時間的制約の

ためここではそれができなかった。

金融連関比率の変化の要因を検討するために，

72 

つぎの上うな分解が行なわれる。金融i車問比率

.11／’Kは，「資本の産出係数（資料不数の逆数）！，「マ

ーシ γ’しのんjおよび「金融資産残｛1；の通貨残高

に対する比率」の積に等しい。すなわち，

A Y L A 
K K Y L 

（ここでY:GNP, K: 有形資産〈資本ストック）， L: 

iill貸出， J 金融資産残高）でそれぞれの要因の変動

は、 第5去に示されている。このことかふ、 1956

～臼午につ1，、て金融連関比率が i：外した郎ltlは，

マーシヤルの去の上昇と， 金融資産残高の通貨残

に対する比率の上昇によるものと解釈される

（資本の産出係数は一定〕。 1963,64年の金融連関比

率の下落は，マーシャルの止の下落を反映してい

る。すなわお，通貨量のGNPに対する比率が，こ

の年！？主を境にして急落している。その背後tこ前述

のような所得統計の操作があったかどうか筆者は

知らなヤリ一方，金融資産の通貨量に対する比率

は大きな変動がなく， かなりの速度で上昇してい

る。これは，金融機構の整備や証券市場の発達，

企業間借用の増大など， いわゆる倍用経済の発遣

を物持るもので，金融資産に占める迫骨のふェア

を｛Ls;Iわる傾向にあることを示しているれ

ぺぎに、 CNP；こ対する流動性指標（1)重）jきを調べ

てみ上う ι ここでは，流動性指標とし亡場企，通

貨（現金＋当座性預金十短期性預金〕および流動資産

（通貨十貯蓄性預金十保険・信託＋有価証券）をとり，

それぞれの GNPに対する比率の推移をみてみた。

第6表は馬 これら3指標の動きを示したものであ

るかラ前述のように1963年以降のGNPの俳びが激

しいためラその年度以降の「マーシャルの kjお

よひ流動比率の！直が落ちている。 I i本の芥指標の

値と比較してみると，韓国の場合それぞれかなり

低い水準にあることがわかる。今後，証券市場の
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第 7表金融資産総 hX: 比 (lじ（立ー l（）（）万ウォン）

一！？？｜吟f196~• 196: 

1.通貨］ 283i 9,35221,9081 36,707(10.7) 
現金I2231 s,s1s:13,9321 rn,002 
当腹性預金｜ 14! 1,7261 3,658] 7,472 
短期性預金｜ 46: 1,748' 4,3181 11,233 

2. 長期預金｜ ｜ ！ 山、103(6.2) 
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保険・信託l i :l. 叶77

: l. 有価証券 l
同僚l

~！~.社震｜
ほか

4.貸出 l
韓銀貸出金 l
制良貸出全

政府融資
その他
貸出金ω

5.企業信用
G.外貨保有
7.対外債権
日その他

~)- 1. 4り5(15.9)
J，‘c:1;5 
:,. 九ci5

:;:; , .Ji-(5 

1963 

37,307 (9. 8) 
18,250 
6,889 
12,168 

25,589 (fi.7) 
17,981 
7,608 

65,124( 17. J) 
18,875 
3,585 
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6削703413引232
931564774121 66908255537 
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一11
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一QUGOFhd4（（Z 
6一7647701μH37d9一599661a24HH
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161,247(47.0) 191,680(50. 2) 185,871 (41、3) 230,691 (40. 5) 
30,075 31,330 32崎307 I 45,903 j 

67,327 76,685 84,528 i 107,764 

31,195 36,187 41,116 43,344 

32,650 47,478 27,920 33,680 

24,668(26.2) 
ム1,356

21,582 

4,403 

ム39

15,Kl7(16.8) 
61 (0.1) 
111 (0.1) 

I 111ぷぬ（3.2)I 12,236 u. 2i 山、251(5.2) 32,476 （ふ7)
i 21,1.以4(6.3)1 16,848は 4) ：；；仁778(7.5) 38,600 (6.8) 
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（出所〕 Bank of Korea, Economic Statistics Yearbook, 1965, 196久
（注） (1）一般銀行，特殊銀行合計。（2）出資金を含む。（3）緯銀預受金を除く。また対外債権はネットで示す。
(4）かっと内は金融資産総額に占める比率。
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とも輔国と日本のパターンを比較すると，(5) これらの指標発達や金融機構の多様化によって，

が上昇する心とが予想される。 tこ［品｝接金融方式（貸出，貯蓄性預金など）の優位と

韓国では貸出のウヱイトがと

しがし，両国の有価証券（直接金融方式）

いう特色をも－）が，金融資産残高の構成比の推移をみて1、ま一つ，

アメリカの40～50%に比べてまだ

くに高ヤリ

のヴエイトは，

著しく低い。

第7表のように196＇.：＇.年以降，すたわち； 'n

1次5カ年計画以降， 金融資産総額は大幅な増加

その金融資産総額の増大に伴って

みよう。

をみせている。

ま－r195：，～6611 i雲氏(i'.t）資ホリメクの！ft計；ら

r,;; 1手統~I よ：； :'.l｛界資本作f,J’ 
そこから牌国の金融構構成比にも変化か現われ，

金融むを格h主比(j)造の特質を知る4二とカAできる。

，，＝.：.！；／（γ刊一γぉ）
)" 

推Fちから－ ）ぎのような特徴が読み取九る

貸出口lr包しわ今上ヒ宅がi:')ji,，、竺と。 ｝とみう、 ,:1, !;≫ 

K,=・,Y1 

-r ＇，＇ー i＇，，.心

金融資産総

韓国銀行事？含めた余融機関と政

それが産業資金として法人企購府の貸出で占め，

へ流れ，高民：経済成長の支えになったことはまお

(1) 

額の40～50%を，

実物・金融接合モデ、ノレII 
これい韓国の企業の i~ 己担金比去の依ヵ：；、fJこし、。

モデルの説明韓国経出を i¥i央指導型ふ

るいは金融支配型経済として特徴づける根拠にな

また，さを示！もしソで，

とく

にその金融的側面について考察してきた。韓国の

巨視的金融構造および云こに内包されている問題

韓国経済のもつ諸問閣のうち，とオLまで，

韓国銀行および政府の融資の伸びりうるoただ，

貸出の金融産総額に占める比率は相対悩みから，

この分析の点などが明らかにされたものと思う。的L低 fし一Jつある。

延長として，部門店J,

韓国の金融構造や金融的変数の相互依

存関係を詳細に分析する方向が考えられた。

項目別に細分した金融モヂこれは有価有価言E券のM1びか著しいこと。:2) 

しか

ノレを作り、なかでも株式社

おそらく株式社債を

証手市場の先達を物語るもので，

憤の伸びが著しい。

中心とする直接金融方式のウエイトは上昇するで

今後も，

本稿ではより巨視的な観点から，韓国経済のし，

同時的に考実物的規！日1iと企融的側面iとの関連を，あろう。

本来，金i同時的tこjというのは，察しごみゐ。貯蓄性預金 f長期預金）の伸びが高
，門，
l,.:,i 

融的変数と実物的変数の聞には時間的なズレがあぷ近と定期預金をtii心と斗る長期預金の伸び内

あえて

同時間的に取り扱おうという

異質のものだと考えられているのを，

同質の変数と考え，

意味であ心。

U
Hノこれは韓国の経済t！.け？？なく，社会

このそのものが安定してきたことを示すもので，

資金が投資の財源になることを考えると，

韓国経許にf[JIるU、比通しがLて〈〉。

く；土著LIt、。

今後の

実物的側面と金融従来の経済モデPしにおいて．

的側面をー絡にだ慮：する試みは非常に少なかっ金融資産浴額に占める比企業f式市の伸びr4: 

率九 それが理論的に一一あるいは経済学者の頭のfこ。経済活動が活オ：だ5～6%程度であるが、

いざその実誕とな

せし、ぜい実物と金融それぞれのブロックを

中でm一一構築されたとしても，

屯〉こ，

白己資金の少ない韓国企業は

このウェイトを高める方向に働くであろう。
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作って‘ー）fの結果；を他かの光次変数として取り

tlz う~沙；モヂルえ，；考えられたにオぎな＇＜ 'c, ここで

説明する モ千 yしも， 両側面川〉己fな接台モデ

／レとはいえない／トもしれなレ。しカ Aし，このモデ、ル

i上，まず独立な定物山生a:｛本系（生産i基！数；yS：考えラ
｛也jjに名IHえ＇lミ，，いjr 1.1目的h経済体系oiぷι｛同人
1円台、十土山，；｛Hll，輸入なとの松＿i{l芸ldfを；'lL体系〉

があり‘ その r.Li体系企 ~l,i整する：r:融作J;it 変数誌もま

た引の体系金形成寸る， とし、ノた以上三／げ）体系

を －~－＿） に；，，／~(t :.. t二モ←ヂノレであるに したが yてラ こ

ぴ）モ二 Pレj）意［当i土、 J：物（尖浪j体系と名 llw系
の金融的，；i記整の分析にあるといえるご i土仁めに主己

E, 対民間信用

LlD, ',/if要増分

LlL, 通貨増分

ょlE, Vi用創造

Liχ， タト為収入

f先決：変数）

K,' 前Wlの資本ストック

K,, I II 資本ストッケ（実質j

／），’l か総需要f主

L,' グ通貨民

ιl II 士、tlcl'.:1/ef式用

12）モデル

号全戸，；tiリJL‘ っき、；二モテ：＇/l,と椛itパ？メータを:id_; このモデル；上式論的性格をもっゆえ，体系をな

パ司 以後；二日来hllilを；＇；；－ふりた谷 Jι 乙ュレーショ るべく簡単にし，説明変数を少なくとった。この

ンの結－wを分析し， そこから符られるιi二Vjイン 体系は構造）j程式9本，定義式l（）本（調主主ら｛工式合

プリケ－／ミレ合報告することにする J む〉よりなりたっているコ構造ノ、ラメーゲーの推

Ill ~12 ¥J・,ticnfl 

このモデ’〆で（むわれる変数；土， -Iざνりとおりで

ある。

（内生変'f/，~

D, ''" ',!, aご吋i

Y, ｜斗内総生産（GDP)

II （ブJ主主〕

C 1何人州貨

( II 政府支tl'i

ft ネ1lf,t資

f,1 Jワ （）ミ民j

X, f陥 出

;¥1, 'i 入

λ－， 正l')r：、 7、トッ 7

｝三．

ぷ， lk］：付lt{;t存

（！長良）

L 通貨供給長

／う 一般物｛ct目指数

定は， 195:-l～66ifの国民所得統計を用し、て， 2段

階最小山乗法によって行なった。係数の下のかっ

こ内は係数i誤差を示し，係数の［：＿(7）星の数は係数

の有志水準をあらわす。つまり，星三－）；土係数誤

差が係数の3分の l以下であることを不してい

るり R放は lヨfむ度修正J斉の相関係数時ぷは標準偏

差ラ DWはダービン・ワトソン比浮：をそれぞれ示

している。

〔構造方程式〕

本＊＊

Y,,= 61.77十0.6183K,,, 
(20.63)(0.0258) 

R*=0.981 S=13.I1 lH¥/=2.2β5 

）
 
1
 
1
 

ヰド司ドネ

C,二日10-Hl.8120Y, (2) 
(4.88) (0.0110) 

R*=O. 998 S= 10.47 D日l=Iバnf:i

＊ホホ

G,=5.51十0.0985Y, 
(2.82) (Oー006:1)

R*=0.952 Sニ 6.06 DW=0.978 

(3) 

7ラ
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＊＊＊ 機材ド＊

L二二一7.96+0.2915LID1十0.0607Kt-1
( 1.38) '0.0671〕（0.0121)

!<' 二二0.96:: S=9.3β nW=l.686 

＊掛ド＊

＼＇，ニ 16.36十O1101 Y: 
(3. 72; , o 0084) 

尺＊＝0.935 5=7.99 DW=0.766 

米本本

M 二一10.90十0.1623n. 
(3.09) (0.0059) 

R業口0.984 5=6. 77 DW=l.451 

キ〈ンド本

S,=-10.50十0.1591Yi 
(3.58) (0.0081) 

}(* =0.970 パ＝7.70 /JW=l.74ヨ

判ド＊ホ

L=4.99+0.0674 Yi 
(1.85)(0.0012〕

R*=O目956 S=3.97 DW=l H8 

＊ホキ

E, = 6. 23+0. 0404 Y, 
c:i. 42) (o. omn) 

R*=O. 714 5=5.38 DW=O. 748 

〔定義式〕

D，口 Ci+Gi十L十X,

Yi竺 D,-!vf,

Yi二 I'tY,,

Ii=Pdγt 

K t二 Krt-1十L

K1=P1Kγ8 

JI)，二D,-I>r, 

LIL，＝ムB，十ムEi十ムZ,

t1L. こん－Lト 1
LIE1ーニEi-Ei-1

(4) 
年〉について「あてはめ」を行なった結果は，第

8表のかっこ内のとおりである。第8表には，韓

国国民所得統，f十〈金i両院発表のもの）からと＇ t;こ同

期間の実績値が並べて載せられているので， この

そヂ，レ｛：あるしは各関数）の「信頼度Jをある程度

知ることができるc

2. 将来予測の結果

二のモデルを用いてうつぎの5カ年問、すなわ

ち第2次5カ年計画期間の 1967年から1971年につ

いて将来予測を試みた。過去14年間（1953叶 i6年）

の経済構造ないしは成長趨勢を前提として，今後

の5!J年間にどれほどの経済拡大が期特できる

か，亡してその場合iこ金融的調整がどのように行

なわれるか， などを考えようとするものである。

また、韓国の第2次5カ年計画そのものにつし、て

も，併せて検討することにする。

［二ぴ） 巨！的にそって， ここではつぎの3ケースに

ついての将来予測を行なった。

〔ケース 1〕 単純予測l

（うースゴ） 国内総生産（GDP二実質）の年平均

町立長率を 7%と仮定した場合の予測。

Yri=Y，引，6( I +o. 07) ,-rnss 

〔ケース 3〕 GDP C実質〕の成長率を10%と仮

定した場合の予測。 Y,t = Y19ss (1十0• 10) / 1966 

ここで，ケース 1は上記の positivemodelをそ

のまま将来のらカ年聞に引き延ばすもので，五つ

の先決変数、K,_,,Ku " Dt-1, L, ,, Ei-1）と19本の

方程式体系によって 19の内生変数を決めていく方

向の予測であるaまた，ケース 2,3は，第2次5カ

年II十画を検討するためのシミュレーションで，第

15) 
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(8) 
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このモデルでは，すでに受け取った外国援助は韓 (1）式を体系の外から与えた。いわゆる normative

国経済の体質とな〉たものと考えてとくに識別さ modelの適用を考えたものである。つまり宅この

れていない。 モデルにおける実質の経済成長率を第2次6カ年

上7ノモデノレ仁仁＂＇て，過去の観察期間（ 195:l－出 計j01jの目標成長率にj，立じと仮定した場合， ケース
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雰； 8 J義実績値および推定寵 （単位： 10億ウォン）
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1954 ! 69.oo: 64.11 , 53.99 ・ 6.7s i 7.50 I o.n 4.89 I o.64 I 127.56 I 295.44: s81.6 
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1')5'1 21.57 12.29' l.08 11，.日コ ：｛）目99I 5.32: 12.s:; I 2.凡5 bβ.1 I 1.01 ! 1.74 I 1. “9 一］.J(jj 1.23 
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〔出所） 実績値は Bankof Korea, I,よ印刷micStatistics Yearbook, 1967より。

（注〕 実績値の下のかっこ内は推定値。物価指数は1963年＝lOOo
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1との比較でこの計画が実現可能かどうか， また

そこでの金融的調整，とくに物価の動きはどうか，

とい勺た問題を検討しよろをするものである。

以上3ケースについての予測の結果は，第9畿

に示ぎれている 続いてとの結果を怜詳してみ上

ワ。

〔よれース l] 五つの先決礎数に， 1%6年の推定

値（情8tミかっ士11,1の数値）を与えて，前記（1）～（19)

式のそヂlレ体系によって予測すると実質の国内総

生産（GnP）は，予；ftlJ期間中ー年平均1'2.0%の成長

率で伸びるという結果になづた。名目では， GDP

成長J字：ll.8%と↑告し過主の趨勢からみて，そこ

でのインフレ圧力ば， かたり強いことを示してい

る。一般物価指数は， 1966年実績の154.8(1963年

=10的力‘ら1971午には318.4となるc 物価上昇ネ

は，年平均で17.6%という高さである。 GDP構成

項目の到きをみるど，個人消費の伸びが最も高

〈，年平均成長不で32.4%（名目となっている。

一方，貿易商をみると，輸出，輸入ともに名目

で31.1%の伸びを示し，貿易ギャップ（輸ス類マイ

ナス輸出額）はますます拡大する。貿易ギャッフ。は，

1966午で880億ウォン程度であったιのが， 1971
年には3220億ウォンになる計算である。 1966年度

の外国援助受入額が540億ウォンであったから，

それは 1966年内貿易ギャ、ソ 70に近ャ1！在を示してい

る。そのことを考慮に入れて，貿易ギャップから

援助必要額を推定するとすれ；f，それは 1971年度

だけで3220億ヴオン， 1966年の約4倍になる。た

だし均価上砕を判ヲ1v、て脅えると、 1966年価格

で約1:LlO億ウすンの貿弓ギャッ J° どいうことに

なり，実質的には 1966年実績に対して6割強の援

助必要領の増大となる。

〔ケース3〕 第2次5カ年計画の目標成長率

10.0%を達成十るためのヤミュレージョン特果

78 

は，名目 GDP成長率31.1%，物価上昇率19.2%

となった。前記の〔ケ…ス 1〕の単純予測と比較

して，名I§ GDP成長率で0.7%低く押えられ、物

価上昇率では 1.6%も高くなっている。韓国では

過去の趨勢力、らみて需要圧力， あるいはインフレ

庄カが強いので，名目体系は拡大の一連をたど

る。これは、本モデルの物価決定式第12式の性格

に依存することであるが， インフレ抑制のために

は，（他の条件を一定にして〉需要の伸びを供給の伸

びが上回る応策が必要ということを示している。

つまり，過去の趨勢のまま進むとすれば実質経済

成長率は12~/c，が予想されたが，第 2 次 5 カ年許画

では10%を日標成長ヰとしたため，計画のほうが

物の供給についての予想が低目であり，需要額が

司定とすれば，l十画のiまうの需要圧力が強いことに

なり，〔ケ｝ス 3〕の結果に物価上昇圧カがより強

くあらわれたといえる。

本モデルに基づく1967～71年の将来予測の結果

は，およそつぎのようにまとめられよう。

（日韓国の第2次5カ年計画期間中の年平均経

済成長率は実質で12%が見込まれる。

第三次5カ年計画では，目標成長率を 10＇）（，とし

ているが，このモデルから判断するかぎり， それ

は過小評価である。韓国の潜在的な経済成長力は，

計！尚！で想定されているよりも， なおかなり強いも

のと思われる。なお， 1人当たり GDPC実質）で

は、人口の仲びを年率2.1%と見込んで，およそ

9.7～9.8%の成長率が予想される。

(2) 物価上昇率は，年率17～18%。

ほかに強力な物価tlrl制策がとられないかぎり，

過去の趨勢からして 17～18%の物価上昇が続くだ

ろう。また，実績経済成長率の引下げは，→供給

減→物資不足のメカニズムを通じて，物価上昇に

一役買うことになる。
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11人三iたり
；土1%ι年末入口2921 
万人が，過去の人口
成長率2.1%(1950～ 
66年平均〉で増加す
ると仮定。 ドノレ換算
は， 1963年対米ドノレ
為替レート 130を使
用。したがって1963
1年コンスタントUs 
I ドL支えと

（，主） 〔ケース 1〕は， 1¥if¥i_:t' 1～ii!>' J¥: ,.J）モデ‘yレを，その主主川町～7J f}:に適用して予測したもの。たどし先決変数
;:,_,, K,, " Di " I＂， 守 E,i二比 1966年の推定｛在日’3品交かJ 二内〉を使用。
〔ケース 2〕は第2；欠5カ今Ji山U91:i7～71年）の当初のill袋ilk:長七7%を仮定した場合。すなわち，第（1）えを体
系からはずし， Y,-1=Y，州（ 1 +o .07）’一川 として予測したもの。先決変数（Y，怖を含む）はすべて実績値。
（ケース 3〕は，修正第2次5カ年計l踊の目標成長率10%を仮定した場合。 予測はケース 2と問様に，
Yri=Y山 6( 1十0.10）＇山 Gv を与えて行なった。
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(3) 経済成長の主役は個人消費。

さきにみたように， GDP構成項目の経済成長へ

灯貢献度は，個人消費がL、ちばん高L、。そ♂〉年平4

均成長率は，名目で32.4%であり，物価上昇に対

しでも個人の購買カの配力は強いとみられよう。

(4) 貿易ベヤツ「は三、十ま γ拡大tる。

過去の趨勢からすると，輸出入ともに問率の伸

びを示し，輸入が相変わらず輸出を大幅に上回り，

ギャ、ソア。は主すま寸拡大するο まfニアメ｝カ援助

ブ）打ち切りてJベト十ム手IPV・後の国際環境tt竺のギ

ャッヅをさらに大きくする可能性を苧み，韓国に

とっ・＝ Iま厳しし、国際情勢であると予想せさるをえ

なし、

3. 掛された問題

本モーf＇；レit, 実物的（¥l,l]Hiiと{le-融的側面J，接合企

試み上うとしたも／）で‘らおが，実証V・段附ではじ

めの意図はかなり後退してしまった。とくに，両

側面の時間的調整の困閉さ， 伝融面iC.おじる不1171

実性，／）大き3なとを考えると． 庄和i’iりにしかも 1

年という時間単位で両側面を結びつける意味を再

考せぷるをえなかった。しかし，金融的行動μもu.
N的な運動j去、則はあり hゐし両俣ljjrr令の回転速；主

の違いなどを実証的に見いだして，阿者を姥合す

る可能性はあると思う。現実に，実物体糸と金融

体系どは独立の}11日本系でιなくて， それれ全体と

して一つの経済活動をでつの側面から眺めたもの

と解釈できる。もちろん， 両体系を別々にみた場

台，それぞ；jL 1虫自の運動i't；則が見いだされょうか，

両体系は互いに密接な対応関係にあり、 その結び

つきこそ経済学の主たる分析対象とすべきところ

であろ日。計Lt視ltワt1：価出分析；士、そ；＇ 1ー刊し＇）方［ 11]

を示寸れのであるが， その運動様式を巨視的に捉

える方向の研究は， ごく最近始まったばかりとい

える。
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この方面の研究としては，国連の SNA（国民勘

定体系〉の改定に関する最近の動きがまずあげら

れよう、これは「国民経済計算の統合」をめざす

研究分野で，従来別々に研究されてきた主要な国

民経済同十算の体系一一国民所得勘定，投入産出哀，

資金術操勘定、 ！玉［民賛｛昔対照

表一一一などについて，相互の論理的な関係を明ら

かにし， それらの総合的な体糸を構成する4とを

ねらいとしてU、る f 本協の目的である実物面と金

融面の接合は， 当然上の体系の中に包摂される問

越であるし， こうした総合体糸の研究が進められ

ふことを期待すると同時に， われわれも国民経済

計算のこの「全体的統合」という研究課題に積極

的に取り組んでいくべきであると考える。

〔付記j

木本杭の実物・金日H安合モデJレ（立，早稲凹大学政経学部

記1＼家文志郎教授のご教示によるとこんが大 、、。た

だし，はじめの目的であったき建物・金融両側面の按

合三い弓J去に関して，はなはだ不満｝.t'与戒処しか1','

られなかったので，先生にはここでお礼とお詑がを

併せて可rLあげねばならなL、。

（経済成長制査部〉
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